
ロボット手術センターの設置は
円滑に手術を進めるためと
手術の術式拡大への対応が目的

市立函館病院はロボット手術センターを設置

　
　
　
　

年
９
月
５
日
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る

　
　
　
　

初
の
手
術
を
直
腸
が
ん
で
成
功
さ

　
　
　
　

せ
た
市
立
函
館
病
院
（
森
下
清
文

院
長
）
は
、
今
年
３
月
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
米
国
イ
ン
テ
ュ

イ
テ
ィ
ブ
サ
ー
ジ
カ
ル
社
が
１
９
９
９
年
に

開
発
し
た
医
師
の
手
術
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
は
精
緻
な
低
侵
襲
性
手

術
を
よ
り
安
全
に
提
供
で
き
る
こ
と
か
ら
道

内
で
も
導
入
す
る
病
院
が
増
え
て
い
る
。
同

病
院
で
は
消
化
器
外
科
に
続
き
、
呼
吸
器
外

科
、
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
で
も
ダ
ヴ
ィ
ン
チ

の
手
術
を
開
始
し
た
。

　

同
病
院
が
導
入
し
た
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
X
i
は

第
４
世
代
に
あ
た
る
最
新
鋭
機
。
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
は
数
カ
所
の
小
さ
な
穴
か
ら
カ
メ
ラ
や
鉗

子
な
ど
の
手
術
器
具
を
挿
入
し
、
術
者
は
３

D
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
手
術
を
す
る
。
体

へ
の
負
担
の
少
な
い
手
術
が
大
き
な
特
徴
だ
。

消
化
器
外
科
の
笠
島
浩
行
科
長
は
「
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
円
滑
に
手
術
を

進
め
る
た
め
」
と
語
る
。

　

同
病
院
で
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
は
各
診
療

科
で
曜
日
を
決
め
て
い
た
が
、
手
術
数
の
増

加
に
伴
っ
て
当
初
の
枠
で
は
収
ま
り
き
れ
な

く
な
っ
て
き
た
。
「
セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
一

つ
は
手
術
枠
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
た
め

に
、
診
療
科
の
曜
日
枠
に
こ
だ
わ
ら
な
い
フ

レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
な
運
用
で
す
。
セ
ン
タ

ー
開
設
後
は
手
術
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん
を

待
た
せ
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
」

　

同
病
院
で
最
初
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
を
担

当
し
た
笠
島
医
師
は
日
本
大
腸
肛
門
病
学
会

専
門
医
・
評
議
員
、
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会

消
化
器
・
一
般
外
科
領
域
技
術
認
定
医
な
ど

の
資
格
を
有
す
る
大
腸
が
ん
手
術
を
専
門
と

す
る
外
科
医
だ
。
セ
ン
タ
ー
設
置
は
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
手
術
の
術
式
拡
大
へ
の
対
応
も
目
的
の

一
つ
で
あ
る
。
現
在
、
消
化
器
外
科
が
行
な

っ
て
い
る
の
は
直
腸
が
ん
だ
け
だ
が
、
今
後

は
結
腸
が
ん
や
胃
が
ん
、
ま
た
消
化
器
外
科

以
外
の
婦
人
科
な
ど
で
も
新
し
い
術
式
が
増

え
て
い
く
予
定
だ
。

　

「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
は
新
し
い
術
式
を
す

ぐ
に
始
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
院
が

実
施
予
定
の
手
術
を
行
っ
て
い
る
病
院
の
外

科
医
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
や
院
内
の
安
全

性
を
審
査
す
る
委
員
会
の
評
価
な
ど
、
術
者

の
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
新
し
い
術
式
の
指
導
医
の
選

出
や
連
絡
な
ど
を
一
括
し
て
対
応
し
ま
す
」

　

笠
島
医
師
は
腹
腔
鏡
手
術
治
療
と
肛
門
温

存
手
術
を
積
極
的
に
導
入
し
て
き
た
が
、
同

病
院
で
行
っ
て
い
る
肛
門
温
存
手
術
は
通
常

の
腹
腔
か
ら
の
操
作
に
加
え
、
肛
門
か
ら
も

カ
メ
ラ
と
鉗
子
を
挿
入
し
直
腸
と
直
腸
間
膜

を
切
除
す
る
経
肛
門
的
直
腸
間
膜
切
除
術
だ
。

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
メ
リ
ッ
ト
は
傷
が
小
さ
く
、

出
血
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
そ
し

て
複
数
の
関
節
構
造
を
持
つ
鉗
子
は
人
間
の

手
よ
り
可
動
域
が
あ
り
、
手
振
れ
を
補
正
す

る
機
能
を
備
え
て
い
る
。
笠
島
医
師
は
「
経

肛
門
的
直
腸
間
膜
切
除
術
は
骨
盤
深
部
の
剥

離
を
よ
り
適
切
な
剥
離
層
を
保
ち
な
が
ら
行

う
最
先
端
の
治
療
方
法
で
す
が
、
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
は
肛
門
温
存
手
術
に
対
し
て
も
非
常
に
適

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

昨

「ダヴィンチはより肛門温存手術にも適しています」と
話す市立函館病院消化器外科の笠島浩行科長

笠島  浩行
市立函館病院消化器科外科科長

ロボット手術センター長



受賞した症例は「敗血症性ショック治療中に
発症した正常血糖ケトアシドーシスの１例」。
ＳＧＬＴ２阻害薬服用による正常血糖ケトアシ
ドーシスの敗血症性ショックとの関連を述べた
報告は非常に稀であった｣。

北海道救急医学会学術集会で優秀演題賞

　
　
　
　

年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
46
回
北

　
　
　
　

海
道
救
急
医
学
会
学
術
集
会
の
初

　
　
　
　

期
研
修
医
発
表
部
門
に
お
い
て
市

立
函
館
病
院
初
期
研
修
医
の
西
野
豪
医
師
が

発
表
し
た
「
敗
血
症
性
シ
ョ
ッ
ク
治
療
中
に

発
症
し
た
正
常
血
糖
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
の

１
例
」
が
優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
た
。

　

江
別
市
生
ま
れ
の
西
野
医
師
は
札
幌
医
科

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
同
病
院
の
初
期
研

修
医
と
な
っ
た
。
受
賞
症
例
の
患
者
は
、
搬

送
前
に
発
熱
・
嘔
吐
・
下
痢
・
悪
寒
戦
慄
を

自
覚
さ
れ
前
医
を
受
診
し
た
後
に
同
病
院
に

搬
送
さ
れ
た
。
既
往
歴
は
高
血
圧
や
２
型
糖

尿
病
な
ど
で
、
経
口
血
糖
降
下
薬
の
S
G
L

T
2
阻
害
薬
を
内
服
中
だ
っ
た
。
搬
入
後
、

敗
血
症
性
シ
ョ
ッ
ク
が
疑
わ
れ
、
I
C
U
入

院
と
な
っ
た
。

　

西
野
医
師
は
「
敗
血
症
は
治
療
が
遅
れ
る

と
、
臓
器
障
害
を
引
き
起
こ
し
数
時
間
で
死

亡
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
敗
血
症
性

シ
ョ
ッ
ク
は
敗
血
症
の
中
で
も
循
環
や
細
胞

内
代
謝
の
重
度
の
異
常
に
よ
る
意
識
障
害
と

血
圧
低
下
を
引
き
起
こ
し
、
死
亡
率
が
非
常

に
高
い
病
態
で
し
た
」
と
話
す
。

　

治
療
に
よ
り
敗
血
症
性
シ
ョ
ッ
ク
は
改
善

し
た
が
、
患
者
の
全
身
状
態
は
良
く
な
ら
な

か
っ
た
。
「
上
級
医
の
先
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
、
糖
尿
病
性
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ

ス
と
い
う
病
態
に
行
き
着
き
ま
し
た
」

　

そ
の
後
、
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
や
点
滴
に
よ

る
治
療
を
行
い
、
患
者
さ
ん
の
全
身
状
態
は

改
善
し
た
。
糖
尿
病
の
急
性
代
謝
性
合
併
症

で
あ
る
糖
尿
病
性
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
は
高

血
糖
・
高
ケ
ト
ン
血
症
・
代
謝
性
ア
シ
ド
ー

シ
ス
が
特
徴
で
、
死
亡
に
進
展
す
る
恐
れ
が

あ
る
病
態
だ
。
「
血
糖
が
高
く
な
く
て
も
糖

尿
病
性
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
を
疑
え
た
こ
と

が
転
機
と
な
り
ま
し
た
」
。
S
G
L
T
2
阻

害
薬
を
服
用
す
る
と
著
明
な
高
血
糖
を
伴
わ

な
い
正
常
血
糖
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
と
呼
ば

れ
る
状
態
を
起
こ
す
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
「
糖
尿
病
性
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
も
敗

血
症
性
シ
ョ
ッ
ク
と
同
様
に
代
謝
性
ア
シ
ド

ー
シ
ス
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
国
内

で
は
食
事
摂
取
、
国
外
で
は
手
術
侵
襲
に
関

連
し
た
報
告
が
多
く
、
敗
血
症
性
シ
ョ
ッ
ク

と
の
合
併
を
述
べ
た
報
告
は
非
常
に
稀
で
し

た
」

　

S
G
L
T
2
阻
害
薬
の
適
応
は
拡
大
さ
れ

て
い
て
、
他
疾
患
に
合
併
し
た
正
常
血
糖
ケ

ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
高

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
西
野
医
師
は

「
救
急
外
来
に
搬
送
さ
れ
た
S
G
L
T
2
阻

害
薬
内
服
中
の
方
で
意
識
障
害
と
原
因
不
明

の
代
謝
性
ア
シ
ド
ー
シ
ス
が
あ
る
場
合
は
、

正
常
血
糖
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
も
鑑
別
に
加

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
指
摘
す
る
。

　

「
当
院
で
の
研
修
は
、
多
く
の
症
例
を
経

験
で
き
上
級
医
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
い
で
す
。

森
下
（
清
文
）
院
長
が
医
師
の
教
育
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
病
院
全
体
で
研
修
医
を
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
体
制
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
受
賞

に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

昨

「当院のサポート体制の充実や森下院長が教育に力を入れて
いることが受賞につながりました」と話す西野豪医師

西野　豪
市立函館病院初期研修医

初期研修医発表部門



　

病
気
の
特
定
や
治
療
法
の
選
択
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
装
置（
Ｃ
Ｔ
）

や
磁
気
共
鳴
画
像
化
装
置
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）

な
ど
の
画
像
診
断
検
査
は
欠
か
せ
な
い

が
、
近
年
、Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
画
像
に

よ
る
診
断
精
度
は
飛
躍
的
に
向
上
し
て

い
る
。
市
立
函
館
病
院
（
森
下
清
文
院

長
）
中
央
放
射
線
部
は
昨
年
９
月
、Ｃ

Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
断
層
画
像
か
ら
高

精
度
な
３
次
元
画
像
を
描
出
し
、
解
析

を
行
う
３
次
元
画
像
解
析
シ
ス
テ
ム

「
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
Ｓ
Ｙ
Ｎ

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｅ　

Ｖ
I
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」
を
導

入
し
た
。

臓
器
抽
出
能
が
高
く

簡
便
な
操
作
が
可
能

　

２
次
元
画
像
は
複
雑
な
解
剖
の
立
体

的
構
造
の
把
握
が
困
難
な
場
合
が
あ

る
。
一
方
、
３
次
元
画
像
の
場
合
、
医

療
画
像
を
立
体
的
に
可
視
化
す
る
こ
と

で
、
画
像
診
断
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
活
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
。
同
病
院
で
は
従
来
も
３
次
元
画
像

を
作
成
す
る
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い

た
が
、
新
し
く
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
は

全
国
の
多
く
の
医
療
施
設
で
実
績
が
あ

る
。
特
に
２
０
２
０
年
８
月
か
ら
提
供

さ
れ
て
い
る
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
富
士

フ
ィ
ル
ム
の
Ａ
I
技
術
で
あ
る
「
Ｒ
Ｅ

３次元画像解析システム
「ボリュームアナライザー」を導入

市立函館病院は

SYNAPSE VINCENT

市立函館病院中央放射線部技術科の守山亮主査（３Dプリンタ責任者、写真左）、小林匡主査（画像処理担当者、写真中央）、
狩野麻名美主査（ワークステーション運営事務局、写真右）



ｉ
L
（
レ
イ
リ
）」
に
よ
る
深
層
学
習

に
よ
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
デ
ー
タ
か
ら
の
自
動
抽

出
機
能
や
脈
管
系
の
抽
出
機
能
が
充
実

し
て
い
る
。

　

中
央
放
射
線
部
技
術
科
主
査
で
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
事
務
局
の
狩
野

麻
名
美
さ
ん
は
言
う
。「
従
来
の
シ
ス

テ
ム
と
比
較
し
、臓
器
抽
出
能
が
高
く
、

簡
便
に
操
作
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」。
こ
れ
ま
で
の
３
次
元
画
像
を

作
る
作
業
は
診
療
放
射
線
技
師
が
行
っ

て
い
た
が
、
新
シ
ス
テ
ム
導
入
後
は
操

作
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
で
医
師
も
簡

単
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
札
幌

の
病
院
等
で
当
シ
ス
テ
ム
を
経
験
済
み

の
医
師
は
、
当
院
へ
赴
任
後
、
す
ぐ
に

使
い
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
操
作
す

る
診
療
放
射
線
技
師
の
画
像
処
理
時
間

も
大
幅
に
削
減
で
き
る
こ
と
で
、
よ
り

有
用
な
画
像
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
」

術
前
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

切
除
の
術
前
計
画
に
有
用

　

新
シ
ス
テ
ム
は
シ
ス
テ
ム
の
汎
用
性

が
高
く
、「
手
術
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
仮
想
内
視
鏡
や
さ
ま
ざ
ま
な
治

療
で
の
術
前
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
詳

細
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

中
央
放
射
線
部
技
術
科
で
画
像
処
理
を

担
当
す
る
小
林
匡
主
査
は
そ
う
話
す
。

同
病
院
の
術
前
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
画

像
は
肝
腫
瘍
に
お
け
る
肝
切
除
術
が
多

い
。「
肝
切
除
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
画
像
デ
ー
タ
を
利
用
し

て
肝
実
質
や
脈
管
、
腫
瘍
な
ど
の
３
次

元
画
像
を
作
成
し
、
切
除
肝
や
残
肝
な

ど
の
肝
容
積
を
計
測
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
肝
切
除
の
術
前
計
画
に
有
用
で

す
」。
今
後
、
術
前
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
整
形
外
科
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
診
療

科
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

同
病
院
で
は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
導
入

し
た
が
、
新
シ
ス
テ
ム
で
は
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
専
用
ソ
フ
ト
が
解
釈
で
き
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
し
て
一
般
的
で
あ
る

Ｓ
Ｔ
Ｌ（
三
次
元
形
状
を
表
現
す
る

デ
ー
タ
を
保
存
す
る
フ
ァ
イ
ル
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
）を
出
力
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

中
央
放
射
線
部
技
術
科
主
査
で
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
責
任
者
の
守
山
亮
さ
ん
は
「
出

力
し
た
Ｓ
Ｔ
Ｌ
デ
ー
タ
を
専
用
ソ
フ
ト

で
編
集
後
，
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
に
入
力
し

印
刷
、
サ
ポ
ー
ト
剤
除
去
な
ど
の
過
程

を
経
て
診
療
放
射
線
技
師
や
医
師
が
利

用
で
き
る
実
物
大
の
立
体
模
型
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
語
る
。
同

病
院
で
は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
積
極
的
な

活
用
を
目
指
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
の

画
像
診
断
を
支
援

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

時
に
は
函
館
の
病
院
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー

（
感
染
者
集
団
）
の
発
生
が
相
次
ぐ
な

ど
医
療
の
逼
迫
が
深
刻
化
し
た
。
病
院

で
は
入
院
や
救
急
搬
送
の
受
入
れ
時
は

患
者
の
感
染
有
無
を
確
認
す
る
た
め
に

P
C
R
検
査
や
抗
原
検
査
と
併
せ
て
、

胸
部
C
T
検
査
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
が
、
効
率
的
な
検
査
や
画
像
診
断

を
支
援
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

肺
炎
患
者
の
胸
部
C
T
画
像
に
は
、
淡

い
す
り
ガ
ラ
ス
影
や
網
状
影
、
浸
潤
影

な
ど
が
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
。「
新
シ

ス
テ
ム
で
は
A
I
技
術
を
活
用
し
て
開

発
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
新
シ
ス
テ
ム

を
用
い
る
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
肺
炎
患
者
の
特
徴
的
な
胸
部
C
T

画
像
を
自
動
解
析
し
、
そ
の
結
果
を
表

示
し
て
医
師
の
診
断
を
支
援
し
て
い
ま

す
」（
狩
野
さ
ん
）。

肝腫瘍に対する肝切除術　
術前シミュレーション画像

胸部大動脈瘤(弓部)に対する胸部
ステントグラフト(TEVAR)術前
仮想ステントグラフト挿入画像

肺腫瘍に対する肺切除　
術前シミュレーション画像

上の症例に対する仮想気管支内視鏡



　

総
務
省
の
２
０
２
０
年
通
信
利
用
動

向
調
査
に
よ
る
と
、
国
民
全
体
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
は
83
％
に
達
し
て

い
る
。年
齢
別
で
は
60
〜
64
歳
は
89
％
、

65
〜
69
歳
は
80
％
、70
〜
79
歳
は
59
％
、

80
歳
以
上
が
28
％
と
、
高
齢
者
ほ
ど
利

用
率
は
下
が
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
利

用
率
の
右
肩
上
が
り
は
期
待
で
き
る
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着
手
す
る
病
院
が
多

い
。
病
院
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
病

気
や
治
療
の
解
説
、
病
院
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
情
報
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
エ
ブ
サ
イ

ト
で
、
そ
の
た
め
に
は
コ
ン
テ
ン
ツ
の

見
直
し
や
レ
イ
ア
ウ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の

改
善
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

太田 奈々 福士 里奈

ホームページをリニューアル
[市立函館病院は]

年齢や身体的あるいは精神的な条件に関わらなく利用できるウエブアクセシビリティに配慮

患者サポートセンター地域連携課



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

更
新
検
討
会
を
設
置

　

市
立
函
館
病
院
（
森
下
清
文
院
長
）

は
昨
年
11
月
１
日
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
同
病
院
で
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め

の
委
員
会
を
設
置
し
、
従
来
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
整
理
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容

の
作
成
、
ウ
エ
ブ
制
作
会
社
の
選
定
な

ど
を
昨
年
１
月
に
開
始
し
た
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
業
務
を
担
っ
た
の
は
患
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
地
域
連
携
課
の
太

田
奈
々
さ
ん
と
福
士
里
奈
さ
ん
だ
。
企

画
担
当
課
か
ら
異
動
し
た
２
人
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
他
に
印
刷
物
の
作
成
な
ど

も
担
当
し
て
い
る
。

　

同
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
は

太
田
さ
ん
と
福
士
さ
ん
が
市
販
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
行
っ
て
き
た
。

２
人
は
次
の
よ
う
に
話
す
。「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
更
新
は
私
た
ち
の
知
識
や
技

術
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
こ
と
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
人
事
異
動
で

の
引
き
継
ぎ
時
に
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

知
識
も
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
通
常

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
扱
う
よ
う
に
、
誰
で
も
容

易
に
対
応
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
シ

ス
テ
ム
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
」

要
度
の
低
い
情
報
は

大
胆
に
削
除

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
求
め
ら
れ
る
も
の

は
「
情
報
の
探
し
や
す
さ
、
内
容
の
わ

か
り
や
す
さ
、
親
し
み
や
す
さ
で
す
」

と
話
す
。
患
者
が
求
め
る
情
報
を
理
解

し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
に
活
か

す
こ
と
が
必
要
だ
。
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
更

新
検
討
会
で
は
一
昨
年
1
0
月
か
ら
昨

年
3
月
ま
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ

ス
ラ
ン
キ
ン
グ
を
調
査
し
た
。
上
位
に

ラ
ン
ク
し
た
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
関

連
情
報
や
診
療
科
紹
介
、
医
師
紹
介
、

病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
入
院
案
内
、

外
来
時
間
一
覧
、
職
員
募
集
な
ど
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
に
注
目
が
集

ま
る
の
は
当
然
だ
が
、
病
院
に
と
っ
て

は
診
療
科
や
医
師
の
紹
介
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
話
す
。

　

各
診
療
科
や
各
部
門
の
整
理
・
見
直

し
は
大
変
な
作
業
だ
っ
た
と
２
人
は
振

り
返
る
。「
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

多
く
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る
部
門
が

な
い
た
め
に
、
必
要
度
の
低
い
情
報
も

残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」。

１
ペ
ー
ジ
毎
に
必
要
の
有
無
を
各
診
療

科
や
各
部
門
へ
聞
き
取
り
を
す
る
な
ど

の
確
認
作
業
を
続
け
た
が
、
整
理
を
す

る
た
め
に
は
必
要
度
の
低
い
情
報
を
大

胆
に
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
最
終

的
に
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
更
新
検
討
会
決

議
に
よ
り
古
い
情
報
は
大
幅
に
削
除
し

た
。

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

し
や
す
さ
を
改
善

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
整
理
と
並

行
し
て
着
手
し
た
の
が
情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
し
や
す
さ
の
改
善
だ
。
外
来
受

診
の
案
内
な
ど
最
短
で
目
的
に
到
達
で

き
る
よ
う
な
動
線
を
作
成
し
た
。
患
者

さ
ん
が
求
め
る
内
容
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
バ
ナ
ー
と
し
て
探
し
や
す
く
し
、
病

院
の
特
定
の
情
報
を
必
要
と
し
て
い
る

人
向
け
に
も
専
用
の
バ
ナ
ー
を
作
り
、

情
報
の
一
元
化
を
図
っ
た
。ま
た
、ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や

道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、Ｔ
Ａ
Ｖ
I
（
経

カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
植
え
込
み

術
）、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
（
内
視
鏡
下
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
）
な
ど
、
病
院
の
強

み
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
を
設

け
た
。情
報
に
到
達
で
き
な
い
場
合
も
、

フ
リ
ー
ワ
ー
ド
で
サ
イ
ト
内
の
検
索
が

で
き
る
機
能
も
付
加
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
ウ
エ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
多
く
の
人
に

と
っ
て
重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作
が
求
め
ら

れ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
際
し
て
、
年
齢
や
身
体
的
あ
る
い

は
精
神
的
な
条
件
に
関
わ
ら
ず
、
よ
り

多
く
の
人
が
よ
り
多
く
の
環
境
で
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利

用
で
き
る
J
I
S
規
格
に
準
拠
し
た
ウ

エ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し

た
。

　

掲
載
す
る
写
真
も
大
幅
に
増
や
し
た

が
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

や
救
急
車
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
写
真
は
撮

り
直
し
た
。「
写
真
は
も
っ
と
増
や
し

た
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
今
後
は
動
画
で

も
ア
ピ
ー
ル
す
る
ペ
ー
ジ
を
作
り
た

い
」
と
２
人
は
語
る
。
病
院
へ
の
要
望

な
ど
を
書
き
込
む「
み
な
さ
ん
の
こ
え
」

は
「
紙
ベ
ー
ス
」
で
受
け
付
け
て
い
た

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
受
け
付
け
を
開
始

し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
に
は
、
各
診
療
科

や
各
部
門
か
ら
更
新
を
依
頼
さ
れ
る
際

に
「
良
く
な
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
２
人
に
は
励
み
に
な
っ
て

い
る
。「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
重
要
性
は

ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
に
当
院
の
適
切
な

医
療
情
報
を
伝
え
て
い
き
ま
す
」
と
今

後
の
抱
負
を
語
っ
た
。


